
令和８年度第１回平塚市いじめ問題対策連絡協議会 会議録 

 

日 時 令和８年６月２日（火） 午前１０時００分～午前１１時００分 

場 所 平塚市役所本館５１９会議室 

出席者 ＜委員＞平塚市小学校長会、平塚市立中学校長会、平塚市スクールロイヤー、平塚児童相談所、

横浜地方法務局西湘二宮支局、平塚警察署生活安全課、神奈川県警少年相談・保護センター湘

南方面事務所、平塚警察署少年補導員連絡会、平塚市ＰＴＡ連絡協議会、こども家庭課、人権・

男女共同参画課、青少年課青少年相談室、子ども教育相談センター 

＜事務局＞教育指導課 

 

1. 開 会 

本会議は、傍聴者を募らない非公開の会議である。しかし、本会議の要旨、意見については事務局

でまとめた後、平塚市のホームページで公開する。 

 

2. あいさつ 

3. 自己紹介 

4. 連絡協議会の趣旨説明 

○事務局から、「平塚市いじめ問題対策連絡協議会条例」について説明する。 

 

5. 協 議 

(１)「平塚市いじめ問題対策調査会」報告について 

・趣旨説明 

・協議について 

 

(２)いじめ問題等に係る関係機関の取組や情報について 

＜平塚市小学校長会＞ 

学校いじめ防止基本方針について、４月の職員会議にて全職員で確認した。職員会議では毎回、

児童指導情報について児童指導部会で協議された内容の共通理解を図っている。１人の教員に

任せるのではなく、管理職も含め全員で子どもたちを支援している。いじめアンケート及びい

じめ防止対策会議を年に２回行っている。いじめの未然防止のため、重点目標として「あいさ

つでつながろう、やさしい言葉で支え合おう」を掲げ、「ありがとう」という言葉をテーマに、

やさしい言葉が増えるよう、様々な取組を行っている。ＳＮＳトラブルの対策として、保護者

も参加しやすいような「スマホ・ネット安全教室」を計画している。 

 

＜平塚市立中学校長会＞ 

いじめ問題が複雑化していると感じる。状況に応じて、関係機関と連携しながら対応していき

たい。いじめ防止の根幹は、自分を大切にすること、相手を大切にすることにあると考え、人

権教育を行っている。そのために、アサーティブコミュニケーションや自己肯定感を高める取

組について、職員の理解を深める研修を実施している。いじめ問題では初期対応を丁寧に行う

ことを意識し、相手に寄り添い、チームで対応するようにしている。少年補導員による地域パ

トロールから得られる情報も、校内での指導に生かしている。 



＜平塚市スクールロイヤー＞ 

相談業務を行っており、教育委員会や校長先生から直接電話をもらい、法律相談に当たってい

る。法律相談の件数はかなり多く、いじめに関する相談も多く受けている。また、教職員に対

して、いじめ対応や保護者対応などについての研修を実施している。さらに、児童生徒に対し

ては、いじめ防止に関する授業を行い、いじめをしてはいけないということを、事例を交えて

伝えている。 

 

＜平塚児童相談所＞ 

いじめ相談に関しては、令和７年度は４件程あった。主に電話による相談で、面談など直接の

相談はなかった。今後も相談があれば、相談者の了承を得て、関係機関につなげていきたい。 

 

＜横浜地方法務局西湘二宮支局＞ 

面談、電話、メール、ＬＩＮＥによる人権相談を受け付けている。また、全国の小中学生に「こ

どもの人権ＳＯＳミニレター」を配付し、手紙による人権相談を行っている。 

 

＜平塚警察署生活安全課＞ 

直接的ないじめ相談はないが、例年、自傷行為等の相談がある。理由としては興味本位も多い

が、いじめを原因とする疎外感や、自分の居場所がないことを主張するためも多い。相談があ

れば、関係機関と連携して対応している。また、いじめにより万引きや窃盗を強要されること

があることを視野に入れている。 

 

＜神奈川県警少年相談・保護センター湘南方面事務所＞ 

警察の相談機関のため、いじめの相談にも対応している。今年度は、平塚市内のいじめ相談は

受けていない。いじめの加害、被害のどちらの相談にも対応しているが、かなり問題がもつれ

てしまっている案件が多く、場合によっては事件として警察署で対応してもらっている。その

他に、非行防止教室の中で、いじめ防止の話をすることもある。 

 

＜平塚警察署少年補導員連絡会＞ 

以前は子どもを補導することが基本だったため、心配な子どもにだけ声をかけていた。現在は、

「子どもに寄り添う」「子どもを見守る」ということに比重が置かれ、パトロール中に様々な子

どもたちに声かけをしている。 

 

＜平塚市ＰＴＡ連絡協議会＞ 

学校が「人の嫌がることはしない。個々の違いや個性を認め合おう。やさしい言葉で人と接し

よう。」というメッセージを発信している。そのため、子どもたちと保護者に共通認識として伝

わっている。自然と子どもたちにやさしい心が生まれて、人をいじめるということはよくない

という考えが身についているように感じている。けんかの際は、子どもが素直に「自分も悪か

ったな」と思って仲直りできる場を設けるなど、学校が子どもたちの心に寄り添って丁寧に対

応しているため、小さな誤解からいじめに発展しないように見守ってもらっていると感じる。 

 

 



＜こども家庭課＞ 

児童虐待の相談を受け支援をしている。現時点では、いじめ相談は受けていない。しかし、相

談を受ける中で、いじめに該当する話が出た場合には、関係機関と連携しながら対応していく。 

 

＜人権・男女共同参画課＞ 

いじめの重大事態が発生した場合、いじめ問題対策調査会後に、平塚市長に提出された調査報

告書を精査し、平塚市いじめ問題再調査会を立ち上げるかどうかを検討する。過去に、再調査

が必要という結論は出ていない。 

 

＜青少年課青少年相談室＞ 

６歳から１９歳までの、青少年本人とその家族を対象に、電話相談やメール等の様々なツール

を使って相談を受け付けている。また、青少年本人を対象とした相談窓口として、ヤングテレ

フォン相談を受け付けている。どこに相談したらよいか分からない場合に、様々な相談機関を

紹介している。令和７年度の事例として、ＳＮＳトラブルからいじめにつながったものがあっ

た。青少年相談の件数は増加傾向にあり、今年度も、夏休み終わり頃から急激に増えてくると

思われる。 

 

＜子ども教育相談センター＞ 

教育・心理・福祉など、専門的な視点でいじめ問題に取り組んでいる。教育相談、スクールカ

ウンセラー派遣事業、スクールソーシャルワーカー派遣事業を行っている。また、今年度も神

奈川県教育委員会では、いじめや不登校、子どもたちの抱える困難を早期に発見・対応するた

め、「かながわ子どもサポートドック」の取組を推進している。平塚市においても、県から出て

いる子どもサポートハンドブックを参考に、５月に各校へ実施を依頼した。引き続き学校と連

携し、支援していきたいと考えている。 

 

質疑なし 

 

(３)その他 

＜事務局＞ 

本連絡協議会は、原則として年２回開催する。第２回は２月頃の開催を予定している。 

 

6. 閉 会 


